
平成２４年度中央区地域部会の活動について

１　活動方針

２　活動報告

1 第20回（Ｈ24第2回）定例会

開催日：4月18日

会場：中央保健センター

参加者：54名

2 第20回（Ｈ24第2回）定例会

開催日：5月16日

会場：中央保健センター

参加者：62名

3 第2１回（Ｈ24第3回）定例会

開催日：6月20日

会場：中央保健センター

参加者：44名

4 第22回（Ｈ24第４回）定例会

開催日：7月18日

会場：ＷＥＳＴ１９

参加者：46名

5 第23回（Ｈ24第5回）定例会

開催日：9月19日

会場：中央保健センター

参加者：46名

6 けんこうフェスタｉｎちゅうおう2012

開催日：9月29日

会場：中央保健センター

参加者：50名

7 第24回（Ｈ24第6回）定例会

開催日：10月17日

会場：中央保健センター

参加者：49名

8 第24回（Ｈ24第7回）定例会

開催日：11月21日

会場：中央保健センター

参加者：45名

9 第24回（Ｈ24第8回）定例会

開催日：1月16日

会場：中央保健センター

参加者：42名

10 第24回（Ｈ24第9回）定例会

開催日：2月20日

会場：中央保健センター

参加者：26名

※基本的に、毎月第3水曜日18:00～20：30（8月、12月、3月は除く）に定例会を開催

※定例会開催に合わせて、広報誌「ちゅうＷａｌｋｅｒ」発行

※概ね月1回、委員による事務局会議を開催（第４週のいずれか午後）

●情報交換会・事業者交流「自分でつくる中央区社会資源マップ」
●シリーズ学習会㉑　「サービス等利用計画について」
　　　　　　　　　　　　　　　　講師：札幌市保健福祉局障がい福祉課主査　洞野　昌史　氏
事例発表　～サービス等利用計画作成にあたって～
　発表者：地域生活支援センターさっぽろ、　旭山病院、　特定非営利活動法人しまりす
●実践交流会

●情報交換会・事業者交流「自分でつくる中央区社会資源マップ」
● 平成24年度中央区地域部会の活動方針　中央区地域部会　部会長　妻倉ゆかり　氏
●シリーズ学習会⑯「さまざまな特性をもつ生徒の支援について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：星槎国際高等学校札幌学習センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別支援教育コーディネーター　　　水出　友子氏
●実践交流会

●情報交換会・事業者交流「自分でつくる中央区社会資源マップ」
●地域課題のまとめについて ～ 中央区地域部会でできること ～
　　　　　　　　札幌市地域自立支援協議会中央区地域部会　部会長　妻倉　ゆかり　氏
●事例検討 ～ 中央区地域部会で取り組むこと ～
　既存の社会資源だけでは解決できない課題のある事例から、グループに分かれて地域
の課題の解決に向けて、中央区地域部会で取り組めることを話し合った。

●情報交換会・事業者交流「自分でつくる中央区社会資源マップ」
●「札幌市地域ぬくもりサポート地域事業について」
　　　　　　　　　　札幌市保健福祉局障がい保健福祉課給付管理係長　木下　健二　氏
●シリーズ学習会㉒「今どきのお金のトラブル」
　　　　　　講師：SMBCコンシューマーファイナンス㈱　札幌お客様サービスプラザ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 マネーアドバイザー　片桐　和紀　氏、細野　恭生　氏
●実践交流会

☆「障がい児・者の生活全般に関わる法律や制度、関係する機関や資源の理解を深める１年にしよう」☆「障がい児・者の生活全般に関わる法律や制度、関係する機関や資源の理解を深める１年にしよう」☆「障がい児・者の生活全般に関わる法律や制度、関係する機関や資源の理解を深める１年にしよう」☆「障がい児・者の生活全般に関わる法律や制度、関係する機関や資源の理解を深める１年にしよう」

☆「より広く、より深く、顔の見えるつながりをつくろう」☆「より広く、より深く、顔の見えるつながりをつくろう」☆「より広く、より深く、顔の見えるつながりをつくろう」☆「より広く、より深く、顔の見えるつながりをつくろう」

●情報交換会・事業者交流「自分でつくる中央区社会資源マップ」
●シリーズ学習会⑳「障がい者虐待防止法について」」（平成２４年１０月１日施行）
「障がい者虐待とは」　講師：中央区保健福祉課個別支援主査　井上　智也　氏
「障がい者虐待防止センターの役割」
　　　　　　講師：札幌市社会福祉協議会自立支援課相談係長　　大能　文昭　氏
●実践交流会

●情報交換会・事業者交流「自分でつくる中央区社会資源マップ」
●「知的障がい者の見守りと民生委員の役割」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：中央区社会福祉協議会事務局次長　吉藤 義知 氏
●シリーズ学習会⑰「相談支援について～支援センターさっぽろの場合」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：地域生活支援センターさっぽろ　     伊藤　光治　氏
●実践交流会

●情報交換会・事業者交流「自分でつくる中央区社会資源マップ」
●シリーズ学習会⑱「障がい者が暮らしやすい地域づくりのために」
北海道障害者条例と地域づくり委員会について　講師：障がい者相談支援センター夢民　岡崎　由布　氏
路面電車をより利用しやすくするための取り組み　講師：札幌市交通局運輸課電車業務係　大嶋　豊　氏

●実践交流会

●情報交換会・事業者交流「自分でつくる中央区社会資源マップ」
●シリーズ学習会⑲うちの事業所自慢「児童デイサービス」
児童デイサービスの概要（４月の法改正を含む)　説明：札児連事務局
　　　　　　　　　　　　　講師：札幌地区児童デイサービス連絡協議会　会長　古川　孝士　氏
事業所自慢　発表者：はるにれ学園、ポッケ、みのり
●実践交流会

●中央区障がい福祉情報コーナー「ちゅうＷａｌｋｅｒ」ブース出展
　福祉機器展示：協力パナソニック
　札幌市地域ぬくもりサポートモデル事業の紹介（パネル展示）

●情報交換会・事業者交流「自分でつくる中央区社会資源マップ」
●グループワーク「みんなで話し合おう～地域課題～」
　平成23年9月開催の定例会「どうする地域の課題」で出された課題、エピソードの整理。
　新しい課題や解決先について課題別８グループで討論。
　模造紙に現状、問題点、解決策をまとめ、別に課題を抽出し、発表しあった。



平成２５年度中央区地域部会の活動について

１　年間活動計画

№ 行事名 予定日

1 第28回（Ｈ25第1回）定例会 4月17日

2 市電新型車両試乗会 5月4日

3 第29回（Ｈ25第2回）定例会 5月15日

4 第30回（Ｈ25第3回）定例会 6月18日

5 第31回（Ｈ25第4回）定例会 7月17日

6 第32回（25Ｈ24第5回）定例会 9月18日

7 けんこうフェスタｉｎちゅうおう 9月00日

8 第33回（Ｈ25第6回）定例会 10月16日

9 第34回（Ｈ25第7回）定例会 11月20日

10 第35回（Ｈ25第8回）定例会 1月15日

11 第36回（Ｈ25第9回）定例会 2月19日

※基本的に、毎月第3水曜日18:00～20：30（8月、12月、3月は除く）に定例会を開催

※定例会開催に合わせて、広報誌「ちゅうＷａｌｋｅｒ」発行

※概ね月1回、委員による事務局会議を開催（第４週のいずれか午後）

２　活動報告（４～６月）

1 第28回（Ｈ25第1回）定例会

開催日：4月17日

会場：中央保健センター

参加者：６１名

2 市電新型車両試乗会

開催日：5月４日

参加者：３７名

2 第29回（Ｈ25第2回）定例会

開催日：5月15日

会場：中央保健センター

参加者：６８名

３　活動予定（６月～）

1 第30回（Ｈ25第3回）定例会

開催日：6月19日

会場：WEST１９講堂

2 けんこうフェスタｉｎちゅうおう

開催日：9月00日

会場：中央保健センター

内    容（主に学習会）

『中央区ってこんなとこ』：中央区保健福祉課福祉支援課

『障がいのある方の就労を支える「元気」な事業』：札幌市障がい福祉課

『新しい難病対策の方向性』～当事者（患者・家族）から見た改革：日本難病疾病団体協会

市電新型車両試乗会『「しでん」に乗ろう』実施：中央区地域部会主催

●シリーズ学習会『中央区ってこんなとこ』
　 中央区の特徴を数字や最近の話題で紹介　講師：中央区保健福祉課福祉支援係長　井
上智也　氏
●平成２５年度中央区地域部会の活動方針
　　定例会のグループワークで取り上げられた地域課題を元に方針の提案　部会長　妻倉
ゆかり
●実践交流会・事業者交流「自分でつくる中央区社会資源マップ」

●情報交換会・事業者交流「自分でつくる中央区社会資源マップ」
●シリーズ学習会『障がいのある方の就労を支える「元気」な事業』
　 「元気ジョブ」、「元気ショップ」など
●実践交流会

●シリーズ学習会『新しい難病対策の方向性』～当事者（患者・家族）から見た改革～
　 難病について、難病患者の就労支援について等患者及び家族の立場からのお話し。
 　講師：全国難病・疾病団体協議会　代表　伊藤たてお氏
　※NPO法人さっされんとの共催
●実践交流会

●中央区障がい福祉情報コーナー「ちゅうＷａｌｋｅｒ」ブース出展
　　詳細未定

中央区障がい福祉情報コーナーブース出展

障害者虐待防止法について：札幌市社会福祉協議会、中央区保健福祉課（予定）

●中央区地域部会主催試乗会『「しでん」に乗ろう』実施
　　障がいのある方による市電（新型車両）の体験試乗という事で貸切りで運行。
　 試乗内容：電車事業所前→静修学園前（折り返し運転）


